
平成１６年９月１６日

第一生命情報システム(株)

ＳＥＰＧ ＪＡＰＡＮ ２００４

時代最適＆人材育成

プロジェクト管理成果物を
ノーツで管理

恐るべきノーツ文化を活用した、
現場に負荷をかけないツールの実現
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当社の紹介

• 第一生命のシステム子会社
• 平成１１年６月１日に、第一生命の情報システム部と、シス
テム子会社２社（ＤＣＳ、ＤＩＳＫ）を統合し設立。

• 第一生命のシステムの開発、保守、運用が中心
＋外販事業（グループ内外）

• 社員数は、約１５００、うち１０００名程度がシステム関連

府中本社（東京都）

大井事業所（神奈川県）
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プロセス改善とCMMへの取組み

• 品質向上の組織的活動は、かなり昔から（伝統的）

• 活動の中心は、稼動後障害の特定と原因究明、改善策立
案、フォローといったリバース的なもの。

• ＤＬＳ発足後も「品質向上委員会」に受け継がれたが、その
中で、「プロジェクトマネージャの育成」や「プロセス改善」が
課題に。

品質への対応

平成１４年４月にＣＭＭ推進室が発足
本格的なプロセス改善活動を開始
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プロセス改善とCMMへの取組み

ＳＷ－ＣＭＭを軸としたプロセス改善への取組み

H16(2004)．1月
正式アセスメントにて
SW-CMMレベル２到達を確認

Ｈ１４（２００２）．４ Ｈ１５（２００３）．４ Ｈ１６（２００４）．４

調査研究 標準作成 標準試行 標準定着

専任組織
（４名＋担当役員）
としてCMM推進室発足
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ＳＷ-ＣＭＭレベル２を支援するツールの検討

• 表計算プログラム

• 構成管理ツール

• 追跡用ツール

• テスト管理用ツール

• 見積りモデル

• プロジェクトの計画作成やスケジュール作成のためのプログラム

• プロジェクト管理とスケジュール作成に関するプログラム

• ワークステーション

• データベースプログラム

• 監査ツール

• ソフトウェアベースラインライブラリ

レベル２を支援するツールとは？ （SW-CMMの補足情報より）

手っ取り早いのは、市販ツールの導入
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ＳＷ-ＣＭＭレベル２を支援するツールの検討

• 市販製品の導入が普通という既成概念
⇒当社の成熟度には、過剰装備・過剰投資
⇒インターフェースもしっくりこない（教育に時間・工数が掛る）
⇒市販製品のほとんどは、Ｗｉｎ98以上（社内インフラの制約）

• プロセスのカバーをツールに頼りたい気持ち
⇒社内の他システムと重複した入力項目（現場の抵抗）

• レベル２では、どこまでツールが必須なのか、よくわからない
⇒市販製品を導入すれば大丈夫だし、安心できる

• レベル３でも、耐えうるものを導入した方が良い
⇒長く使えるツール

市販ツールの評価実施

原点に立ち返る
ツールを主に使うのは、開発現場！！
ツールで補うものは、何だろう？
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支援ツール実装の解決策

独自開発決定の経緯

• 前述の
①適正装備・適正投資
②社内インフラの制約
③教育に掛る工数を最小限に抑える
④現場の負荷軽減
の全てをクリアするために独自開発を選択した。

• 独自開発と言っても、開発するのは、
「ソフトウェアベースラインライブラリ」に限定した。
⇒他の支援ツールは、表計算ソフト、文書作成ソフトがあれば、
ほとんどの事が可能

• 格好良い物はいらない。必要最低限の物だけでＯＫ。

現状の身の回りにあるもので、
何とかならないかな～？
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ツールのヒントは、
現場からの「こんなのあるよ」の一言からだった

うちの組織では、
以前から「文書管理DB」を
活用しているんですが、
CMMでも使えないですか？

おおっ！
これ結構使えそうだよ。

支援ツール実装の解決策
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支援ツール実装の解決策

ソフトウェアベースラインライブラリに必要な機能

• プロジェクトマネジメント成果物を

– 格納できる機能

– 世代管理できる機能

– 関係者で共有できる機能

– 成果物単位にアクセス権限を設定できる機能

• プロジェクトマネジメント成果物のテンプレートを提供できる機能

まずは、
これだけあれば十分だ！！
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支援ツール実装の解決策

当社の恐るべきノーツ文化

• 全社員にノーツを導入済み

• 社内の事務処理や稟議決裁などは、ノーツでワークフロー化

• 社内広報や通知・通達なども全てノーツ

• 各部門でも、独自のＤＢを開発しており経験が豊富

• ノーツは、生活の一部 ⇒ 恐るべき文化

• 必要なものを、必要なだけ、シンプルに実現可能

• 社内インフラの制約をクリア

• 操作方法などの教育は最小限で可能

• 現場は、プロジェクト管理や開発に専念できる
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独自開発した支援ツールの紹介

PM・メンバー

SQAグループ
（品質保証担当者） SEPGグループ

（プロセス改善グループ）

過去のプロジェクト
データを見積りや
計画時に再利用

プロセス標準
の遵守状況
をチェック

プロジェクトデータを
分析・評価し、より良い
プロセス標準を作りこむ

プロジェクトの進捗
や課題などの状況

を確認

成果物管理ＤＢ

ＳＱＡＤＢ

支援ツールＤＢ

支援ツールの全体像（概観）

プロセス標準

上級管理層
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独自開発した支援ツールの紹介

成果物管理DBの主な機能
①成果物保管機能（プロジェクト登録から成果物保管まで）

プロジェクト情報の連動

プロジェクト成果物のテーラリング

プロジェクト関係者の一括登録

契約管理
システム

プロジェクト情報、成果物の自動生成

CSV

自動展開

帳票
雛形

ﾒﾝﾊﾞ
雛形

PM・メンバ

へぇ～、
意外と簡単に
プロジェクト登録
できるね。
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独自開発した支援ツールの紹介

成果物管理DBの主な機能
②成果物の世代管理機能

一括更新
個別更新

ベースライン管理 バージョン管理
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成果物管理DBの主な機能
③プロジェクト状況提供機能（可視性提供）

独自開発した支援ツールの紹介

プロジェクト状況ビュー

•組織単位に規模別のプロジェクト状況を一括把握可能
•成果物管理DB、SQADBから主要情報を収集し表示
－ プロファイル情報（規模、期間、現局面、主要メンバなど）
－ 計測情報（リスク・課題・変更・問題の数）
－ 次回QAレビュー予定
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成果物管理DBの主な機能
④アーカイブ機能（終了プロジェクトをアーカイブDBへ移動）

独自開発した支援ツールの紹介

プロジェクト終了

アーカイブDBのプロジェクト文書
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成果物管理DBの主な機能
⑤リサイクル機能（過去の類似プロジェクト再利用）

独自開発した支援ツールの紹介

２

１
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成果物管理DBの主な機能
⑥メール生成機能（メンバ間連携）

独自開発した支援ツールの紹介
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① QAレビュー依頼
• 『依頼書』起票
（ﾒｰﾙﾌｫｰﾑ）

④事前結果確認

⑤ QAレビュー実施報告
• 『実施報告書』起票
（ﾒｰﾙﾌｫｰﾑ）

ＳＱＡ活動を支援するワークフロー機能

独自開発した支援ツールの紹介

PM 成果物管理DB SQADB SQA

メール

メール

メール

② QAレビュー準備
•事前に成果物確認

③ QAレビュー事前確認
• 『結果書』起票
（ﾒｰﾙﾌｫｰﾑ）

上級管理層
⑥次局面進行の承認
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ＳＱＡＤＢの主な機能（その1）

独自開発した支援ツールの紹介

QA実施状況提供

プロジェクト毎のQA文書

各局面の
ＱＡ依頼書、ＱＡ結果書次回ＱＡ、ＱＡ予定日などの

状況を表示
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ＳＱＡＤＢの主な機能（その２）

独自開発した支援ツールの紹介

QAレビューの予実管理

SQAグループ向け掲示板

各局面の
ＱＡ予定、ＱＡ実績を表示
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独自開発とツールの効果

• 作業負荷の軽減
– 重複入力などの手間を抑えた
– テンプレート展開、成果物リサイクル

• コミュニケーションの向上
– メンバ間の情報連携
– QA活動を支援するワークフローによる連携

• プロジェクトの可視性向上
– 上級管理層、PM、SQA、メンバなど各役割に応じた
視点でプロジェクト状況の把握が可能となった
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独自開発とツールの効果

• 「今、そこにあるものを使う」

• 「シンプル＆誰もが使える」

• 「ＳｔａｒｔＳｍａｌｌ」
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様々な声が現場から

展開後の現場の声

• 社内の様々な既存ツール、DBを支援ツールと連携・連動してほしい

• 短期間に何度も機能追加したため、いつになったら落ち着くのか、

といったクレームが殺到

• 現状、Excel、Word文書の添付を基本としているが、各種成果物を
ノーツ文書化してほしいとの要望あり

• 市販の高機能なツール導入（見積り ツールなど）を求める声もある

• 管理作業に関わる煩雑な作業を軽減できるので助かっている、

といったうれしい声も。。
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今後の展望

プロジェクト管理そのものの支援が可能なツール等

総合的に検討している

現在、当社ではSW-CMM ML2からCMMI ML3
を見据えたプロセス改善を推進中
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おわりに

ご清聴ありがとうございました。是非ご質問ください。

yamazaki@dls.dai-ichi-life.co.jp


